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3
月
の
声
を
聞
く
と
待
た
れ
て

い
た
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
心
が
弾

み
ま
す
。
し
か
し
実
際
に
は
ま
だ

吹
く
風
も
冷
た
い
で
す
。
暑
さ
寒

さ
も
彼
岸
ま
で
と
の
諺
こ
と
わ
ざも
あ
り
ま

す
。
梅
や
桜
の
蕾
も
膨
ら
み
始
め
、

や
が
て
穏
や
か
な
日
差
し
を
浴
び

て
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

3
月
と
い
え
ば
ひ
な
祭
り
。
ひ

な
人
形
を
飾
り
、
桃
の
花
、
菱
餅
、

白
酒
等
を
供
え
女
児
の
成
長
や
幸

福
を
願
う
行
事
で
す
。
元
は
身
の

汚
れ
や
災
い
を
紙
で
作
っ
た
人
形

に
移
し
て
川
に
流
し
て
厄
払
い
を

し
た
「
流
し
雛
」
の
風
習
が
起
源

の
よ
う
で
す
。
日
本
各
地
に
は
個

性
的
な
「
郷
土
雛
」、
時
事
を
反

映
し
た
「
変
わ
り
雛
」
等
も
あ
り

ま
す
。
文
化
や
風
習
は
大
事
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

ま
た
卒
業
、
転
勤
、
そ
れ
に
伴

う
引
っ
越
し
等
々
3
月
は
別
れ
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
旅
立
つ
側
、

見
送
る
側
、
お
互
い
立
場
は
違
い

ま
す
が
、
新
し
い
出
会
い
の
日
が

待
っ
て
い
ま
す
。

編
集
委
員　
　

小
山
田　

悦
栄

❖内容

表紙　どんど焼き
写真　上：谷地原区
　　　下：糠地区
p.16～17
第57回
小諸市児童生徒新年書初め展
p.18
『ぼくとわたしの作品』
（水明小学校）

p.19
『えんぴつリレー』
（紺屋町区　南澤咲子）

p.20
『みんなの宝物』
（小諸市古文書調査室／
 　　小諸高濱虚子記念館）

p.21
『今支館・分館では』
（大久保分館）

『五行歌』
（こもろ五行歌の会）ほか

　澄み切った綺麗な青空と純白の浅間山を背景に燃え上がる炎と煙、皆それぞれの
願いを込めます。でも世界共通の願いがひとつ…『疫病退散』です。

　みはらし交流館前の広場に竹でやぐらが組まれ、お正月のしめ飾り、だるまなど
とともにまゆ玉を焼きながら皆で今年一年の無病息災を願いました。
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp
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水
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校
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水
明
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岸
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小
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美
齊
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坂
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上
小
学
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五　
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乃

東
小
学
校

五　
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岩　

崎　
　

彩　

優

美
南
ガ
丘
小
学
校

五　

年　

大　

池　
　

ひ
か
り

野
岸
小
学
校

五　

年　

瀬　

木　
　

悠　

広

―
特
選
―

伸
び
や
か
な
線
、
流
れ
る
よ
う
な
行
意
を
見
せ
落
ち
着
い

た
運
筆
、
明
る
く
安
定
感
満
ち
た
作
品
で
あ
る

芦
原
中
学
校

二
年　
　

伊
藤
さ
く
ら

小
諸
市
公
民
館
長
賞

紙
面
い
っ
ぱ
い
に
、
太
く
大
き
な
文
字
で
形
よ
く
、
書
初

め
に
相
応
し
い
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
作
品
で
あ
る

東
小
学
校

五
年　
　

小
林　

優
奈

小
諸
市
教
育
長
賞

冷
静
沈
着
な
運
筆
、
緊
張
感
が
実
に
心
地
好
い
、
名
前
と

共
に
明
る
く
美
し
い
品
格
の
高
い
作
品
で
あ
る

美
南
ガ
丘
小
学
校

六
年　
　

鎌
田　

桃
華

小
諸
市
議
会
議
長
賞

重
厚
で
紙
面
を
圧
す
る
筆
の
動
き
に
躍
動
感
あ
り
、
市
長

賞
に
相
応
し
い
格
調
高
い
、
良
い
作
品
で
あ
る

小
諸
東
中
学
校

三
年　
　

花
岡　

佳
音

小

諸

市

長

賞

　

新
年
へ
の
希
望
や
決
意
を
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
精
神
の
育
成
を
進
め
、
小
諸
の
書
芸
文
化
の
発
展
を
目
的
に
、

本
年
も
児
童
生
徒
新
年
書
初
め
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
日
の
2
月
4
日
㈮
〜
6
日
㈰
の
3
日
間
は
厳
格
な
感
染
防
止
対

策
を
行
い
大
勢
の
皆
様
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
5
1
5
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
作
品
の
中
か
ら
市
長
賞

を
始
め
と
す
る
特
別
賞
に
10
点
、
特
選
に
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
57
回
小
諸
市
児
童
生
徒
新
年
書
初
め
展

―
特
別
賞
―

※
作
品
寸
評　

審
査
委
員
長　

成
沢
臨
舟
先
生

展示会の様子



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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美
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三　
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夢

野
岸
小
学
校

六　

年　

渡　

邉　
　

真　

緒

小
諸
東
中
学
校

一　

年　

尾　

芦　
　

未　

喜

芦
原
中
学
校

一　

年　

中　

本　
　
　
　

葵

小
諸
東
中
学
校

二　

年　

塩　

川　
　

那　

奈

小
諸
東
中
学
校

二　

年　

栁　

沢　
　

実　

俐

小
諸
東
中
学
校

三　

年　

甘　

利　
　

瑞　

希

芦
原
中
学
校

三　

年　

下　

林　
　

美　

咲

※【
出
品
資
格
】
市
内
に
居
住
す
る
児
童
生
徒
、市
内
の
学
校
・
書
塾
へ
通
学
す
る
児
童
生
徒

小
3
と
は
思
え
な
い
温
和
な
線
と
、
端
正
な
字
形
に
心
な

ご
む
、
初
春
の
陽
だ
ま
り
の
様
な
暖
か
い
良
い
作
品

美
南
ガ
丘
小
学
校

三
年　
　

金
井　

琉
花

小
諸
商
工
会
議
所
会
頭
賞

丁
寧
に
し
て
運
筆
の
力
強
さ
が
「
生
き
る
力
」
の
文
字
の

形
を
し
っ
か
り
捉
え
、
名
前
も
可
、
良
い
作
品
で
あ
る

野
岸
小
学
校

四
年　
　

瀨
在　

駿
成

小
諸
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞

一
点
一
画
、
伸
び
や
か
な
線
で
丁
寧
に
、
一
生
懸
命
書
い

て
い
る
姿
が
見
え
る
作
品
で
、
名
前
も
良
し

東
小
学
校

四
年　
　

栁
澤　

夢
心

小
諸
市
青
少
年
育
成
会
連
合
会
長
賞

心
に
沁
み
と
お
る
、
伸
び
や
か
な
線
で
実
力
を
見
せ
、
全

体
構
成
が
良
く
大
き
く
見
え
る
良
い
作
品
で
あ
る

水
明
小
学
校

六
年　
　

小
山　

千
咲

小
諸
書
芸
連
盟
会
長
賞

線
は
細
い
が
素
直
な
線
で
、
力
ま
ず
形
よ
く
伸
び
や
か
に

書
い
て
い
る
、
ま
と
ま
り
の
良
い
作
品
で
あ
る

小
諸
東
中
学
校

一
年　
　

小
林　

颯
介

小
諸
市
校
長
会
長
賞

筆
遣
い
の
巧
み
さ
、
行
き
届
い
た
気
配
り
、
真
面
目
な
勉

強
ぶ
り
が
伺
え
る
、
格
調
高
い
作
品
で
あ
る

美
南
ガ
丘
小
学
校

五
年　
　

新
津　
　

要

小
諸
市
文
化
協
会
長
賞

審査会の様子
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№333№333

水 明 小 学 校
※この作品は昨年 書かれたものです。

　図工で色をぬったり、形を作った
りしていると、どんな風にできあが
るか楽しみでわくわくします。
　今年の秋、ヘチマの絵をかきまし
た。このヘチマは、理科の観察のた
めに育てたものです。最初に見た時
は、五百円玉くらいの芽でしたが、
夏にはツタが伸び、小さなヘチマが

　わたしは、昔から絵をかくことが
好きでした。わたしのあこがれは、
同じ絵かき教室に通っている友だち
です。今はもう教室をやめたけど、
今でもその友だちにあこがれていま
す。
　わたしは、理科のじゅ業で、ヘチ
マを観察しました。ヘチマは、ぷに

できました。夏休み明けには、とても大きな緑色のヘチマに
なって、その緑の中には、黄土色のようなポツポツしたもよ
うがありました。わたしは、このもようを絵にかきたいと思
いました。
　ヘチマのもようを表げんするために、たくさんの色を使い
ました。光が当たっている所は明るい色、かげの所はこい色
を使いました。緑や茶色、黄色など。まぜてたくさんの色を
作りました。ポツポツの色は、黄土色をほんの少しまぜて、
筆を置くようにぬりました。他にも、かみの毛やはだ、ツタ
の色、手や顔の輪かくが難しかったです。
　この絵で、わたしの見たヘチマの感じが出せたと思います。
これからも、わくわくしながら工作をしたり、絵をかいたり
したいです。

ぷにしていて、けっこう重たかったです。表面は、ぶつぶつ
とした感じでした。そんなヘチマを、図工でかくことになり
ました。
　わたしがかく時に気をつけたことは、指をぼうみたいにし
ないように気をつけました。わたしは、指にたこがあるので、
でこぼこした感じを表げんしました。
　そして、わたしがこだわったことは、大きく表げんするこ
とです。ヘチマが主役なので、自分の顔よりも大きくかきま
した。また、光が当たっている所と、当たっていない所で、
明るさや暗さに気をつけました。難しかった所は、かみの毛
です。まがっている所やくせっ毛になっている所が難しかっ
たです。
　これからも、自分で思ったことを表げんしたいです。

『わたしとヘチマ』
 4 年 1 組　　小

こ

林
ばやし

希
の

彩
あ

『青空のヘチマ』
 4 年 2 組　　小

こ

林
ばやし

　　愛
あい



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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で
し
た
。
今
考
え
る
と
テ
レ
ビ
な

ど
無
い
時
代
で
、
そ
れ
ゆ
え
に
皆

で
集
ま
っ
て
一
緒
に
楽
し
む
と
い

う
風
習
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

今
車
社
会
に
な
り
、
経
済
圏
も

広
く
な
り
〝
商
都
〞
は
死
語
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
頃
周
辺
地
域
の
荒
町
な
ど
に
若

い
人
た
ち
が
新
感
覚
の
店
を
出
す

よ
う
に
な
り
、
小
諸
の
町
も
変
化

を
見
せ
始
め
て
い
ま
す
。

　

昔
の
小
諸
商
人
の
心
を
活
か
し

な
が
ら
新
し
い
息
吹
が
入
り
、
活

気
あ
る
町
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

の
入
る
時
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

町
は
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。
夜

に
は
花
火
が
上
が
り
、
事
前
に

「
尺
玉
○
○
商
店
提
供
」
の
お
知

ら
せ
が
出
て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら

寒
い
中
、
戸
を
開
け
て
家
の
中
で

　

私
は
母
の
実

家
が
田
町
と
い

う
こ
と
も
あ
っ

て
、
あ
の
神
輿

が
石
段
を
勢
い

よ
く
降
り
る
と

こ
ろ
か
ら
見
た

り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
小
遣
い

と
し
て
も
ら
っ

た
百
円
札
を
握

時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

そ
の
時
代
の
私
の
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
小
諸
町
の
姿
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
の
小
諸
に
は
、
ま

だ
「
商
都
小
諸
」
が
残
っ
て
い
て
、

商
店
街
に
は
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
夏
の
「
祇
園
祭
」
と

11
月
の
「
え
び
す
講
」
は
近
在
の

人
も
多
く
来
て
賑
や
か
で
し
た
。

『
小
諸
町
の
頃
・
幼
き
日
の
記
憶
』

紺
屋
町
区　
　

南
澤　

咲
子

　

私
は
、
小
諸
の
町
外
れ
、
現
在

の
中
松
井
市
営
住
宅
の
上
の
農
家

の
生
ま
れ
で
、
終
戦
の
翌
年
小
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
敗
戦
で
何

も
無
い
時
代
か
ら
少
し
ず
つ
経
済

が
上
向
い
て
い
く
時
代
に
子
ど
も

No. No. 161161

見
た
り
し
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
は
バ
ス
は
も
ち
ろ

ん
、
自
家
用
車
も
な
か
っ
た

の
で
、
家
の
前
の
道
を
石

峠
・
藤
塚
の
人
た
ち
が
通
っ

て
行
き
ま
し
た
。
舗
装
も
な

く
一
度
雨
が
降
る
と
石
こ
ろ

だ
ら
け
に
な
る
道
で
し
た
。

　

現
在
の
医
療
セ
ン
タ
ー
の

所
に
中
学
校
が
あ
り
、
そ
の

校
庭
で
町
民
運
動
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
五
区

（
荒
町
・
八
幡
町
・
紺
屋

町
・
松
井
・
軽
石
）
の
運
動

会
が
坂
の
上
小
学
校
の
校
庭

で
行
わ
れ
、
区
ご
と
に
競
っ

て
盛
り
上
が
り
楽
し
い
も
の

の
子
ど
も
達
が
蒲
の

穂
や
家
の
花
、
野
の

花
を
束
に
し
て
売
っ

た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
子
ど
も
の
働

き
の
ひ
と
つ
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

11
月
の
え
び
す
講

も
賑
や
か
で
し
た
。

我
が
家
で
は
こ
の
時

に
手
袋
・
足
袋
な
ど

の
防
寒
具
を
買
っ
て

も
ら
う
の
が
常
で
し

た
。
こ
れ
で
一
冬
過

ご
す
。
切
れ
た
り
し

て
も
繕
う
だ
け
で
補

充
は
な
し
。
近
在
の

農
家
の
人
も
、
秋
の

収
穫
も
済
ん
で
小
金

り
し
め
、
た
く
さ
ん
の
露
店
の
中
、

何
を
買
お
う
か
迷
っ
て
歩
き
廻
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

8
月
12
日
の
お
花
市
に
は
近
在

戦後間もない頃の健速神輿（本町・大手の交差点付近）

昭和堂の店頭（昭和32年、相生町）

夜空に映える大スターマイン（昭和30年）

小諸西中学校の大講堂（昭和35年頃）

※
写
真
は
、
小
諸
商
工
会
議
所
創
立
1
0
0
周
年
記
念
『
気
風
、
脈
々
と
』
よ
り
引
用
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

以
上
の
5
句
は
句
碑
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

高
濱
虚
子
が
好
ん
で
歩
い
た
散

歩
道
（
虚
子
記
念
館
周
辺
）
は

「
虚
子
の
散
歩
道
」
と
呼
ば
れ
、

現
在
も
疎
開
当
時
の
田
園
風
景
が

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
く
つ
も
の
句
碑
を
見
な
が
ら
当

時
の
様
子
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
年
、
俳
句
愛
好
家
の
皆
さ

ん
が
、
こ
の
散
歩
道
を
歩
き
、
俳

句
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

高
濱
虚
子
記
念
館
に
お
い
で
の

際
に
は
、「
虚
子
の
散
歩
道
」
へ

も
足
を
の
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
た
。
こ
の
家
は
、
高
濱
虚

子
記
念
館
の
隣
に
今
も
残
っ
て
い

ま
す
。
家
の
周
り
に
は
小
諸
の
自

然
が
広
が
り
、
人
々
の
生
活
の
営

み
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
時

折
噴
火
す
る
浅
間
山
、
蓼
科
山
に

連
な
る
八
ヶ
岳
連
峰
、
さ
ら
に
遠

く
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
高
濱
虚
子
は
家
の
周

り
を
よ
く
散
歩
し
、
た
く
さ
ん
の

俳
句
を
残
し
て
い
ま
す
。

た
と
い
う
こ
と
で
、
山
梨
県
の
昇

仙
峡
か
ら
小
諸
に
出
て
、
浅
間
山

に
登
山
を
し
追
分
に
行
っ
た
と
後

に
西
川
は
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
、
小
諸
尋
常
高
等
小

学
校
の
集
団
登
山
や
職
員
の
浅
間

山
研
究
会
の
人
た
ち
の
名
も
あ
り

ま
す
。
当
時
の
佐
藤
寅
太
郎
校
長

が
浅
間
山
の
総
合
研
究
を
行
う
た

め
職
員
に
よ
る
研
究
会
を
組
織
し

ま
し
た
。
実
地
踏
査
を
し
、
研
究

成
果
と
し
て
浅
間
山
模
型
の
製
作

や
山
誌
『
浅
間
山
』
と
い
う
本
の

出
版
を
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
紹
介
し
た
資
料
の
他
に

も
共
励
会
に
つ
い
て
多
く
の
記
録

が
あ
り
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
詳
し

く
研
究
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
諸
高
濱
虚
子
記
念
館

「
虚
子
の
散
歩
道
」

　

昭
和
19
年
、
高
濱
虚
子
は
家
族

と
与
良
町
へ
疎
開
し
ま
し
た
。
与

良
町
で
は
、
小
山
家
所
有
の
8
畳

と
6
畳
と
の
2
間
の
家
で
生
活
を

励
会
規
約
」
第
一
条
に
よ
る
と
目

的
は
、「
登
山
者
の
便
を
謀は
か

り
物

品
を
販
売
し
又
は
不
時
の
事
変
に

際
し
之こ

れ

が
救
護
の
任
に
当
る
」
と

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
酒
・

菓
子
・
缶
詰
・
絵
は
が
き
等
の
販

売
を
し
、
要
望
に
応
じ
て
寝
具
や

飲
食
の
提
供
、
天
変
地
異
の
際
は

応
急
救
護
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
鉱
泉
の
利
用
も
規
約
に
う

た
っ
て
い
ま
す
。

　

共
励
会
の
事
務
所
は
北
大
井
村

に
あ
り
ま
し
た
が
、
出
張
所
を
湯

の
平
に
お
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

郵
便
局
も
設
置
し
ま
し
た
。
明
治

42
年
の
開
局
式
の
と
き
の
長
野
郵

便
局
長
や
北
佐
久
郡
長
な
ど
の
祝

辞
も
あ
り
ま
す
。

　

写
真
は
登
山
者
名
簿
で
す
。
明

治
40
年
、
41
年
分
3
冊
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
県
内
外

の
学
校
や
一
般
の
登
山
者
の
記
名

が
あ
り
ま
す
。
鹿
児
島
や
岡
山
、

名
古
屋
な
ど
全
国
各
地
か
ら
登
山

に
来
て
い
ま
す
。

　

な
か
に
は
東
京
府
立
第
三
中
学

校
の
生
徒
だ
っ
た
芥
川
龍
之
介
と

友
人
の
西
川
英
次
郎
の
名
も
あ
り

ま
す
。
2
人
の
最
初
の
旅
行
だ
っ

小
諸
市
古
文
書
調
査
室

「
浅
間
山
登
山
者
人
名
簿
」

（
柏
木
村
小
山
家
文
書
）

　

古
文
書
調
査
室
で
は
、
市
内
の

方
や
小
諸
市
出
身
の
方
な
ど
か
ら

提
供
さ
れ
た
史
資
料
の
整
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
古
文

書
が
中
心
で
す
が
、
明
治
以
降
の

資
料
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
浅
間
山

登
山
者
の
た
め
に
北
大
井
村
で
組

織
さ
れ
た
共き

ょ

励れ
い

会か
い

の
資
料
で
す
。

明
治
41
年
（
1
9
0
8
）
の
「
共

▲明治40年登山者人名簿

▼小諸小学校集団登山の記録

【
問
い
合
わ
せ
先
】

小
諸
市
古
文
書
調
査
室

☎
0
2
6
7

－

22

－

0
9
1
3

【開館時間】
 9 ：00～17：00
【休館日】
 水曜日
 （祝祭日に当たる場合は木曜日）
 ※12～ 3 月は冬期休館
【問い合わせ先】
 小諸高濱虚子記念館
 ☎0267-26-3010
※冬期休館中は
　小諸市役所文化財・生涯学習課
 ☎0267-22-1700

●
立
科
に

　

春
の
雲
今

　

今
う
ご
き
を
り

●
人
々
に

　

更
に
紫
苑
に

　

名
残
あ
り

　

●
柴
を
負
ひ

　
　

そ
れ
に
し
め
じ
の

　
　

篭
を
さ
げ

　
　

●
風
花
に

　
　
　

山
家
住
ま
ひ
も

　
　
　

早
三
年

●
秋
晴
の

　

浅
間
仰
ぎ
て

　

主
客
あ
り



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。
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に
走
り
終
え
、
記
念
撮
影
を
し
て
、

参
加
賞
の
図
書
券
と
み
か
ん
を
い

た
だ
き
解
散
し
ま
し
た
。
家
で
こ

れ
か
ら
お
雑
煮
を
食
べ
る
人
、
家

族
で
布
引
観
音
ま
で
初
詣
に
歩
く

人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
元
日
を
過

ご
す
よ
う
で
す
。

　

私
も
マ
ラ
ソ
ン
開
始
前
に
時
間

が
あ
っ
た
の
で
、
大
久
保
神
社
で

初
詣
を
済
ま
せ
清
々
し
い
気
持
ち

で
取
材
が
で
き
ま
し
た
。
大
久
保

分
館
の
役
員
の
皆
さ
ん
参
加
者
の

皆
さ
ん
、
取
材
に
心
よ
く
応
じ
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。編

集
委
員　
　

依
田　

和
子

る
の
で
、
走
ら
な
い
で
歩
い
て
く

だ
さ
い
。
と
に
か
く
無
事
に
帰
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
挨

拶
の
後
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
簡
単

に
準
備
体
操
を
し
、
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
と
歩
き
始
め

ま
し
た
。

　

小
さ
な
女
の
子
が
早
速
滑
り
、

父
親
に
脇
を
抱
え
ら
れ
尻
も
ち
を

つ
か
ず
に
済
む
と
い
う
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

所
々
に
立
つ
公
民
館
役
員
に
見

守
ら
れ
、
時
々
区
民
の
方
の
声
援

を
受
け
、
凍
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

歩
き
、
乾
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
走

り
、
坂
道
で
は
ハ
ア
ハ
ア
言
い
、

一
番
に
ゴ
ー
ル
し
た
親
子
は
1
・

5
㎞
を
7
分
程
で
走
り
終
え
ま
し

た
。15

分
程
で
、
参
加
者
全
員
無
事

　

令
和
4
年
1
月
1
日
。
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
駅
伝
が
、
群
馬
県
前
橋
市

で
午
前
9
時
15
分
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
が
、
そ
れ
よ
り
1
時
間

15
分
早
い
、
午
前
8
時
に
、
快
晴
、

外
気
温
マ
イ
ナ
ス
6
℃
の
中
、
大

久
保
分
館
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
約
40
年
続
い
て

い
る
伝
統
あ
る
行
事
で
、
令
和
2

年
、
3
年
は
中
止
と
な
り
3
年
ぶ

り
の
開
催
で
し
た
。

　

例
年
は
、
公
民
館
広
場
か
ら
布

引
観
音
登
り
口
ま
で
の
往
復
で
す

が
、
今
年
は
布
引
ト
ン
ネ
ル
付
近

が
道
路
工
事
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
区
内
を
周
る
1
・
5
㎞
の
コ

ー
ス
で
す
。

　

年
末
寒
波
の
影
響
で
降
っ
た
雪

が
凍
っ
て
、
ま
だ
残
っ
て
い
る
中
、

親
子
で
、
兄
弟
姉
妹
で
、
友
達
同

士
で
続
々
と
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

参
加
者
30
人
。
下
は
保
育
園
年
少

さ
ん
か
ら
上
は
40
代
後
半
の
皆
さ

ん
で
す
。

　

依
田
好
男
分
館
長
の
「
道
も
凍

っ
て
い
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

『
走
る
な
！
歩
け
！

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
』

│
大
久
保
分
館 ̶

文化センター施設・備品受付開始日

【公民館・こもろ女性の家】（貸出備品含む）
 令和 4年 5月利用　予約 3月 1日㊋
【乙 女 湖 体 育 館】
 令和 4年 9月利用　予約 3月 1日㊋
【文 化 会 館】
 令和 5年 3月利用　予約 3月 1日㊋

栁
澤　
　

茂
美

●
交
代
し
た

女
性
リ
ハ
ビ
リ
士
に

ほ
め
ら
れ
て

明
日
が

明
る
く
な
る

こ
も
ろ
五
行
歌
の
会

田
沼　
　

邦
夫

●
ま
だ
か
ま
だ
か
と

頂
上
を
見
つ
め
て
し
ま
う

希
望
を
抱
か
せ
る

平
尾
富
士
か
ら
の

初
日
の
出

倉
本　
　

妙
子

●
風
が
吹
き

木
の
葉
が
騒
ぐ

一
本
で
も

森
を
作
る

古
木

塩
崎　
　

淑
子

●
足
腰
も
腕
の
力
も
弱
っ
た

米
作
り
を
止
め
る

さ
わ
や
か
な
秋
風
の
中
の

決
断

夫　

人
生
の
一
区
切
り

大
池　
　

佳
子

●
野
沢
菜
漬
け
の
極
み
は

べ
っ
甲
色
と

絶
妙
な
酸
味

家
族
や
知
人
に
も
分
け

今
年
も
五
〇
キ
ロ
完
食

柏
木　
　

博
美

●
家
事
を
し
な
が
ら

買
い
物
し
な
が
ら

い
つ
も
独
り
言

マ
ス
ク
に
隠
れ

誰
も
知
ら
な
い


